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鴨川湾におけるチョウセンハマグリの産卵期についての一考察

坂本仁 佐藤新 高尾義広※

まえがき

天津漁業|品己l組合浜荻支所では、 1968年よりハマグ

リの移殖事業を始め、 1968~1970年に子ョウセンハマ

グリ 9.9トン、 1971~ 1972年にシナハマグリ 7.3トン

総計17.2トンを移殖し、なお事業を継続Iドである。こ

の期間浜荻市場に水揚げされるチョウセンハマグリは、

殻長70~103mm (平均88mm)であった。また網目を小さ

くして移殖地点および潮干帯で行なった試験操業の結

果をみても、 1968~1972年にかけて移殖された員から

の二次生産とみられる小型の貝は採捕されなかったこ

とから、従来は移殖した地域における自然発生と思わ

れる貝は極めて少なかったものとみられた。このこと

から、同湾でのチョウセンハマグリの産卵については

その可能性が少ないものとみられていた。

筆者等は、鴨川湾におけるチョウセンハマグリの産

卵の可能性を究明するために、生殖腺熟度の調査なら

びに産卵誘発試験を実施し、若干の知見を得たのでこ

こにとりまとめて報告する。なお調査を実施するにあ

たり御協力いただいた天津漁業協同組合浜荻支所長藤

後氏、および同職員、ならびに彦浜丸船主西浜五郎治

の諸氏に、感謝の意を表します。

材料および方法

材料は、 1973年6月25日、 7月2日、 7月25日、 8

月28日、 9月19日の 5凹に亘って採捕されたチョウセ

ンハマグリ 50個体である。なお 8月上旬~中旬は荒天

が多く、材料はえられなかった。 I固に検鏡する材料

は10個体で、供試貝の卵巣熟度の判定は、原田の方法3

に従って行った。すなわち、卵巣が充分に肥大せず、

卯が西洋ナシ型のものが多く、卯粒の大きさも不揃い

である状態を未熟とし、卵粒が充満し卯型がほぼ円型

で大きさの繋っている状態を成熟とした。さらに熟度

の判定の適正を期すために、水温19"Cのi炉戸過海水で

育Lたのち、1叩0∞Owヒ一夕 で4~ 5"C 昇 i~温I昆毘させて産卵

※ 現在、千葉県館山水産事務所勤務

誘発を試みた。得られた卯および幼生を、円形の STC

水糟30eに収容し、ゆるく通気した。飼育海水は、 i戸

過海水と、 i戸過煮沸したものとを使用し、換水はおこ

なわす、飼育し、主耳料は、 Nilzschiaを40，000回/mRの

割合で与えた。

結 果

1 )解剖員の殻長範岡

殻長範岡は、 8~ 10cmで、殻長組成は悶 1に示すと

おりで、殻長モ ドは、 6~7 月には 8.5~9.0cm 、 8~

9 月には9.0~9.5cm にそれぞれある。

2 )熟度の変化

6月25日に探捕した検{本は、熟卵が10%で、ほとん

ど未熟卯であった。 7月2日には熟卵50%で、雄は精

子の活動が、活発であった。 7月25日に採捕したもの

は、熟卵が80%になり、雄は精子の活動が、活発であ

った。 8月28日の係捕貝は、 50%が熟卯であり、雄は

精子の活動がみられた。 9月19日に採捕されたものは、

熱卵が30~40%で、生殖巣が収縮している個体が、目

立ってきた。

生殖巣の熟度経過については、表 1に示したとわり

である。

3 )産卵誘発

7 月 4 日 ~8 月 27 日の聞に、合計 4 凶( 7月4日、

13日、 26日、 8月27日)の産卵誘発を試み、そのうち

受精卵が得られたのは、 7月4日、 13日、 26日で、 8

月27日には卯は得られなかった。受精卵を得た 3固と

も、雄が先に放精し、数分してから雌が放卵を始めた。

このときの受精率は、 80~90%であった。産卵誘発方

法は、採卵を行う前日にあらかビめ塩化ピニール製水

槽(51cmx 32cm X 12cm)に、殻長 8~ 10cmの母貝201団体

を入れ一昼夜水温19"Cのj戸過海水(Il:水、エアレーショ

ン)で飼育した後 100w ヒーターで基礎水温より 4~5

"C上昇させた。産卵誘発の経過は表 2に、母貝の殻長

経成は図 2に示したとおりである。
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図 1 解剖貝の殻長組成

4 )卵発生と幼生の成長

受精卵は、卵径80μ の不透明な沈性卯で、発生過程

は表3と図 3に示した。

受精後50分で第 1分裂、 1時間5防長で第 2分裂、 2

時開50分で桑実期、 5時間30分で担輪子幼生となり、

卵膜中で回転運動を始め、 8時間50分でふ化し、繊毛

を動かして水面近くを盛んに遊泳し、 17日寺間後には、

D 型幼生となる。この間の水温は、 23~24'Cであった。

10日後には、一部沈者期に入った幼生があり、沈着期

に入った幼生の大きさは、殻長168μ 、殻高145μ であ

った。

考察

子ョウセンハマグリの産卵期は、宮崎県、日向域.

茨城県、鹿島躍で、は 7~9 月、伊豆半品)で、は 8~9 月
で、ある。

鴨川湾に、生息している本種では、調査結果から推

定すると、 1973年にわける産卵期は、 6 月下旬 ~9 月

で、最盛期は、 7 月下旬~8 月上旬と思われる。した

がって、鴨川湾では自然発生の可能性は充分あり、再

生産が行なわれていると考えられるので、今後幼生お

よび有i，民の録集によって大戸然における再生産を確認す

る必要があろう。

摘 要

鴨川湾のチョウセンハマグリの産卵期について、次

の結果を得た。

1 )鴨川湾におけるチョウセンハマグリの産卵期は、

1973年は 7~9 月であり、最盛期は、 7 月下旬 ~8 月

上旬であるとみられる。

2 )本種の産卵誘発法として、温度刺激方法は、効

果があるが、自然海水より 5'c低い水温で、一昼夜管

理した後、産卵誘発を行うとさらに、効果があるとみ

られた。

3 )受精卵の大きさは、卵径80μ で、水温23'Cで、

受精後、 8時間50分でふ化し、 17時間後に、 D型幼生、

10~1l日目で\殻長150~170μ となり、沈着期に入っ
戸

~。
4) D型幼生に、餌料として Nitzschia を与えた

が、 13日間以上は、飼育できなかった。

以上の結果から鴨川湾でもチョウセンハマグリの産

卵が認められ、再生産の可能性も充分に考えられる。
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献

生殖巣の熟度の変化

hぐ 熟卵(%) 精子活動 備 考

J U N 25 10 無 未熟卵がほとんどである。

J U L 2 50 有

J U L 25 80 有 精虫の活動が活発である。

A U G 28 50 有 生殖単が収縮している個体がある。

S E P 19 40 有 生殖巣が収縮している価体が目立ってきた。

表 1
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J U L 4 20 19，0 24，2 24，2 4 6 自然換水だけで放精・放卯した。

J U L 13 20 19.0 22.5 26.0 4 5 昇温開始50分後放精・放卵100wヒーター l本使用。

J U L 26 20 19.0 26.5 27.0 5 6 換本後30分でt2個体放精、ヒータ 投入後干放卯。

A U G 27 20 19.0 21. 9 放精・放卯せず。
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発生段階 経過時間 殻長 μ 殻品 μ (藷 考

受精卵 。分 直径80μ

第 l分裂 50 分 水温23~240C

第 2分 裂 1時間35分

桑 実期 2時間50分

担輪子幼生 5時間30分

ふ イヒ 8時間50分

D 型幼生 17時間00分

イシ 44時間00分 128 

。 3 日 137 99 

ク 5 日 155 134 

イシ 10 日 168 145 

経生発表3効

管

み

り生、

，"，0 

tた

り産

る。



A H G  

一 口 一

『 国

」 己 「 h p

Z H M D  z
'
=
 

11 
r= 

~


C
コ
弘
主

∞
 

C
コ

」 C 「 M m

Z H H M O  

、F C D M 一吋

Z リ 同 口

主主
にコ

由 0
1
 

国 o
 

国 C
コ

)<Iw
. ヨ

図 ト
a

同 首 = 停 泊 選 出 川 遊 詩

一
一

一

図 '" 

ロコ
ー吋

ぬ 議 塁 間 浦 田 安

皿 州 日 山 守 制 情 、 州 議 九 階 目 白 山 V

制 抑 ω 刑 判 国 旧 事 呂 田 C ゆ

山 下 山 q A H Y 〉 4 、4 3 淑 除 皆 繭

国 首 罫 小 市 市 岬 議 叩 崎 町 田 崎 E S め

ぐ 巴 陸 詮 帥 コ 認 沼

国 弔 畑 呂 田 町 議 知 見 守国 《手

、
"
 

一
一
一
一
一

一
一
一
一
九


